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序

京都大学は遺跡の上の大学とさえいわれている。京都大学農学部・理学部構内および教

養部構内は文化財保護法により周知の埋蔵文化財包蔵地としてあげられている。農学部演

習林においては，つとに大正12 年，縄文時代の土器・石器類が発見きれており，またその

西方から西北方にかけて別当町・追分町などには縄文時代の散布地，奈良時代前期の瓦窯

跡，奈良時代前期から鎌倉時代にわたる北白川廃寺跡等が知られている。また同構内は昭

和47 年来，諸建築物新営工事に伴い数次の発掘調査が行われ多くの縄文・弥生・奈良・平

安時代の出土物が見られた。とくに昭和48年に行なわれた理学部植物園内のノートバイオ

トロン実験装置室新営工事に伴う調査によヵて発見された縄文時代の配石・護棺遺構は西

日本においては貴重なものであり，近傍の地に復元保存の方針が定められた。

教養部構内においては，昭和47 年11 月図書館新営工事中，縄文・弥生時代の出土物が発

見され，文化財保護法にもとづく周知の埋蔵文化財包蔵地と目されたため，昭和50 年度校

舎新営工事に際して事前調査が行なわれた。

京大熊野寮・職員宿舎のあたりは，そこから北にかけて白河北殿が位置したところと推

定きれており，病院構内から医学部へかけて院政時代の条坊が存在したところとみられて

いる。

このように，少くとも左京の京大構内は遺跡の上の大学と呼んでもさしっかえないとこ

ろである。したがって，昭和51 年度は周知の埋蔵文化財包蔵地ばかりでなく，同構内の新

営工事に先立つて要所にテストピットを掘り，埋蔵文化財の包含の状態を探り，その状態

に応じ文化財行政当局と協議のうえ本格的発掘調査を行な 7こととし，その他は立合調査

を行なった。また遂年行なわれている諸配管類の基幹整備工事にもできるだけ立合調査を

行なった。

本格的調査は，昭和51 年度は京都大学農学部構内遺跡調査会が発掘調査の実施および概

報の作成を担当することとなった。この調査会は，京都市の文化財保護課とも協議のうえ，

周知の埋蔵文化財包蔵地に位置する農学部農林生物学等研究室実験室新営工事に伴って 6

月下旬に設立されたものであるが，医療技術短期大学部およびR I治療センターの建設敷

地の試掘結果にもとづき，同調査会でこれらの発掘調査をも実施することとした。

一方，和歌山県白浜の理学部付属瀬戸臨海実験所の職員宿舎新営に際し，同地が周知の



埋蔵文化財包蔵地？であることから発掘調査を要することとなり，和歌山県教育委員会と協

議した結果，別途に京都大学理学部付属瀬戸臨海実験所構内遺跡調査会を設立することと

なり，向調査会の手によって昨秋第 1次調査を行なった。同調査会委員会の判定にもとづ

き，さらに昭和52 年 2 月中旬から 3 月末にかけて第 2 次発掘調査を実施することを定め，

現在進行中である。なお，第 2 次調査の概報の作成は次年度に行なう予定である。

上記二つの調査会の設立に協力された京都市文化財保護課，白浜町教育委員会，また調

査会委員として参加を快諾され御指導を頂いた京都市文化財保護課長中山忠之氏および和

歌山県文化財課長井上至氏，同文化財保護審議会委員渇磨正信氏，巽三郎氏，白浜町文化

財保護審議会委員小山富造氏に深甚の謝意を表するものである。

終りに，上記二つの調査会々長を引受け，初めて埋蔵文化財の発掘調査に携わった体験

を通じての私見を述べさせて頂く。

第 l に，本年度の調査は学内の関係職員の非常な熱意によってようやく遂行されたもの

であり，在来の埋蔵文化財調査室をより拡充強化した新たな学内組織とする必要があるこ

と。第 2 に，現調査会の発足は農学部新営工事に伴う暫定的なものであり，遺跡の上の大

学ともいうべき我が京都大学では，恒常的かつより包括的な組織に改める必要ーがあること。

第 1 の学内組織と調査会は互いに補完することにより初めて文化財保護法の精神に則した

調査が遂行できると考える。第 3 に，埋蔵文化財の発掘調査は単に出土物・遺構等の発見

あるいは保存を目的とするものではなく，調査地，きらには周辺地域の文化史，地形形成

史等の学術的知見を高め，国民文化の向上に資する点が重要で、ある。したがって，遺構・

遺物の出土の状況，包蔵地層の性状・層序等のできるだけ詳細な記録と，それにもとづい

た史学的考察を加えた報青書の公刊されることが必要で、ある。このためにも第 1 にあげた

学内組織の重要性がある。

年度内に行なった調査の概要報告を年次報告の形式で出すことは今回が初めてであるが，

今後ともこの形式が継続されることを望みたい。本年度の調査の主要令部分を担当し，か

っこの報告書の作成に当った調査会々長として序を記するものである。

京都大学農学部構内遺跡調査会

京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所

構内遺跡調査会会長

京大教授 横尾義貫



例日

1 本年報は京都大学農学部農林生物学科等研究室実験室新営工事に伴う事前調査

と医療技術短期大学部校舎新営工事に伴う事前調査、理学部附属瀬戸臨海実験所

宿舎新営工事に伴う事前の試堀調査の概要報告 および京都大学構内で昭和51 年

4 月から昭和52 年 1 月末日まで、に行った埋蔵文化財調査と保存の概要報告書であ

る。

2 遺跡の表示における方位TNは真北Nは磁北をきず。標高は国土地理院の水準

に従った。遺構の略号を使う場合は溝（ SD ）井戸（ SE ）のように奈良国立文

化財研究所の方式に従って表示した。

3 遺物番号は本文，写真実測図における表示を統一し巻末の第 6 ～ 7 表で相互

関係を示した。遺跡，器種の区別をアルファベットで表示し，器種別に01 から付

した。アルファベットの前は遺跡，後は器種を示す。

A ：農学部遺跡 H ：病院内遺跡 W ：和歌山県瀬戸遺跡

A：灰粕陶器

D ：瓦質土器

H ：土師器

B ：黒色土器

E ：弥生土器

J：縄文土器

c：須恵器

G ：緑粕陶器

K ：国産陶磁器（中世以

後の他の種類に含まれない国産陶磁器） M ：金属器

N：古銭 0 ：須恵質土器（須恵器の製作技法を受け継いだ

無利の陶器） P：輸入陶磁器 Q ：土製品

R ：石製品 s：石器 T ：瓦

z：瓦器

4 年代の表記は原則として縄文時代は 5期区分弥生時代は 3 期区分を用い古墳

時代以降はできる限り西暦（世紀）で表示した。

5 遺物整理実測 製図は調査員全員と，整理に参加した調査補助員及び梅川厚

子深沢芳樹が行った。遺物の写真撮映は泉拓良上野利明午嶋茂が行った。

6 本年報の構成，編集は泉が立案し，泉，吉原，上原，宇野，岡田，鎌田，中村

が各章を分担して編集した。執筆者名はそれぞれの文末に記した。
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図版目次

真写

1 発掘前全景 2 表土層除去後全景

1 A 区北壁層位 2 C 2 区北壁層位

1 C 1 区東壁層位 2 C 2 区東壁層位 3 不定形ピット内層位

l 縄文時代土壌（平面） 2 縄文時代土墳（断雨）

1 B ・ C 1 ・C 2 区第12 層上面遺構検出 2 loJ遺構発掘後

1 ・2井戸 3 ・4 集石ピット

縄文土器弥生土器

土師器

羽釜・土鍋

須恵器、緑紬陶器灰軸陶器

須恵質土器国産陶磁器外来陶磁器

E1 

瓦 2

石器・石製品

1 発掘前全景 2 E 1区発掘終了面

1 W 1区発掘終了面 2 池跡（ SGll)

1 溝（ SD 104 ・105) 2 溝（ S D 102) と右子且（ S Xll) 

3 溝（ S Dlll) 

1 E-2 区発掘終了面 2 井同（ S E25) 
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44 遺物（病院内遺跡）

1 E 1区第 2 遺構面 2 石敷遺構（ S X 21) 3 石列（ s 

X22) 

1 火舎出土状態 2 E 1区第 1 遺構而

1 w一1区第 1遺構面 2 E 212<: 第 1 遺構面

土師器

土師器瓦質土器瓦器

須恵質土器主L質土器緑粕陶器灰紬陶器

国産陶器、火合、硯、石鍋

輸入陶磁器

瓦 1

瓦2

瓦 3

1 宿舎建設予定地 2 給排水管煙設予定地

I テストピット断面 2 第 5 ピット東南部の落ち込み

1 第 1 ピット第 4 層出土の縄文士．器 2 第 1 ピット第 5 層

出土の縄文土器

I 第 2 ピット第 9 層出土の縄文土器 2 第 1 ～第 4 ピット

出土の土器

1 第 5 ピット出土の遺物 2 亥ljみ目の各種 3 成形痕

図面

縄文土器

土自1ti 器黒色土器瓦器

羽釜土鍋

須恵器須恵質土器

陶磁器

瓦 1

瓦z

石器 1::i 製品

括遺物 1 (SGll ・S Dl08) 
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一括遺物2 S D 102 ・103 ・104 ・105

括遺物3 SD 110 ・111 、SKl3 、SE23 ・25 、SK23 ・

土器石製品

瓦 1

瓦2

瓦3

縄文土器、須］恵、器

京都大学構内遺跡地区割図

調査地域位置図

発堀区域図

C 1 ・ C 2 区東壁層位図

18 ・19 ライン層｛立図（ B ・ C 1 ・C 2 区）

B ・ C 1 ・C 2 区主要遺構平面図

発掘区域図

E 1区サブトレンチ南壁層位図

W 1区南壁層位図

E-2 区東壁層位図

W 1区東壁層位図

池 S Gll ・溝 Bl08 断面層位図

E 1区・ W 1区発掘終了面平面図

E-1 区・ W-1 区第 1 遺構面平面図

E 2区発掘終了面平面図

E 2区第 1 遺構而平面図

E-1 区第 2 遺構面平面図

69 遺跡（病院内遺跡） 井戸 S E31 ・22 ・25

70 遺跡（農学部・教養部試堀） 層位図
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